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辻

我が国では日本住血吸虫症の治療は現在でももっぱら

酒石酸アンチモンナトリウム（スチブナール）が用いら

れているが，本剤は静脈注射を必要とし，しかも1 クー

ル20～30本の注射を必要とするので集団治療剤としては

不適当で，又その効果及び副作用の点でも必ずしも満足

すべきものとはいえない． ところ が，最近Lambert

（1964）により，新しく合成されたニトロチアゾールの

誘導体（niridazole）はマンソン住血吸虫及びビルハルツ

住血吸虫に対して極めて強力な殺虫作用のあることが報

告され，また患者に対しても7 日間の経口投与でかなり

高い治療効果のあることが報告されている．そこで著者

らは木剤をはじめて日本住血吸虫症の集団治療に試み，

その効果を検討すると共にその副作用についても慎重に

検討を試みた．その結果は，今回の薬用量では必ずしも

満足すべき成績は得られなかったが，その後続行中の第2

回，第3 回の治療の試みで，投与量を増加することに

よりある程度の効果が期待されることが明かとなったの

で，ここにはまづ第1 回の集団治療についての成績を報

告することにした．

材料及び方法

対象：

治療 の対象は山梨県中臣摩郡敷島町 の住民 より選んだ．

す なわち山梨県 衛生研究所で昭和41年度に行った 住民 の

定 期検使の結果見出された虫卵陽性者 のうち，治療希望

者 をつのり，これら の希望者26名について血圧，心電図

及 び肝腎 機能検査を 行い，全く異常のみ とめられなかっ

た19名を 治療対 象とした．

この19名の内訳はTable　1　 に示し た如 く男6 名，女13

名，年令 は24歳 から61歳 までで，何れも農業従事者で

あ った ．これら19名中13 名は最 近10年間に本症にかかっ

（15 ）

守昭

たことがあり，スチブナールによる治療も受けたことが

あるが，残りの6 名は，今回の集団検査ではじめて日本

住血吸虫症に感染していることが明らかにされた者であ

った．

治療薬剤：

治療に用いた薬剤はニトロチアゾールの誘導体（niri－dazole

）でその構造式はFig　l　に示した如くで，現在はAmbilhar

　（CIBA　Co．）の名でアフリカ諸国及び南米で

は一般に使用されている．マンソン住血吸虫及びビルハ

ルツ住血吸虫症では1 日量25mg ～30mg ／kgの7 日間

連用が適量とされているが， 著者らは今回は1 日量15mg

／kgとし（朝夕食後に2 分服）5 日乃至7 日間連用

させた．

投与方法及び副作用調査方法：

山梨県では，スチブナールの静脈注射でも集団通院治

療が行われてきたので，今回の治療で乱 これまでの集

団治療方式に従ったが，服薬の励行及び副作用の調査に

は万全を期し，次の如くした．

すなわち19名の治療対象者を住所により2 班に分け，

各班の集合の場所及び時刻を決めておき，毎日著者らが

そこに出向いて，その日の夕及び翌朝服用分の薬を直接

一人一人に手渡した．その際各人毎に自覚症その他体の

異常の有無について問診すると共に，血圧測定及び尿検

査（糖・蛋白）を行った．又治療前3 日，治療終了直後

及び1 週後，3週後には全員を敷島町立病院に集め，心電

図検査，尿検査，血液検査，血清による精密検査を行った・

虫卵検査法：

糞便検査法としてはMIFC 遠心沈澱集卵法を用い，

毎日2 日間の便について1．0グラムずつ検査を行った．

なお虫卵生死の判定には，ミラソジウム孵化試験を行っ

た．　　　　　ノ　　　一犬
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No ．　Cases

1
2

3
4

5
6
7
8
9

10
11
12

13
14
15
16
17
18
19

一 一 一 一 一

Table　1　History　and　present　conditions　of　（．he　schistosomiasis　cases

Age

54
64
36
52
54
51
43

45
24

53
30
41

42
39
26
49
36
32
34

Se χ　　Υears　after　last　infection　and　treatment　　Physical　signs　in　abdomen

M
M
M
F
M
F
F
M
F

F
F

F

M
F
F
F
F
F
F

20　years，　Stibnal　（20　inj）
－

－

10　years ，　Stibnal2　years

，　Stibnal6　years

，　Stibnal

－

20
26
20

inj ．）inj

，）inj

．）

2　years，
5　years，　Stibnal　（22　inj．）8

years，　Stibnal　（22　inj．）2
years ，

10　years，　Stibnal　（23　1nj．）2
years ，

3　years，　Stibnal　（20　inj．）
－

－
15　years

2　years ，　Stibnal7　years

，　Stibnal2　years

，　Stibnal

（23　inj
（25　inj
（22　inj

）

）

）

f．b‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥finger ，breadths ．

Stibna 】… … … … … …0 ．3％ 　sodium　antimony　tartrate ．

inj ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥intravenous　injections　of　20　cc　of　Stibnal ．

尿及び肝機能検査法：

尿 検査とし てはCombistix による蛋白，糖およびエ ー

ルリッヒ法に よるウロビリノ ーゲンの検査を 行い，異常

を 認めたるものについ ては，更にその沈 渣やウロビ リソ，

ビリルビンなどの諸 検査を行った。又 肝機能検査として

はReitman －Frankel法に よるGOT ，　GPT の測定 を中心

に ，総蛋白，　A／G 比，黄疸指数， チモ ール， クソケル，

コレストロ ール，アルカリフォスフ ァタ ーゼなどの諸検

査を 行った。

成　　　　　 績

1） 治療効果（ 糞便検査成績）

治療 終了 後経時 的に1 年間に 亘って行った糞便検査に

よる遠隔観察の結果を示したのがTable　2　 である ．

すなわち治療終了 後21日目の検便では19名中13名が虫

卵陰性となり，他の6 名も少数の顆粒変性をおこした死

卵が見出されたのみで生卵は全く見出されなかった ．

ところ がその後の検査では虫卵（生卵）陽性となるも

のが遂次増加した．すなわち2 ヵ 月後の検査では9 名，3

ヵ月 後3 名，5 ヵ月 後に は2 名があらたに虫卵陽性を

示 し，結局5 ヵ月後 までに14 名が虫卵陽性となった．然

し残りの5 名（26．3％）は9 ヵ月 後，1 年後の検査でも

常 に虫卵は陰性で，糞 便検査の結果からは完全治癒した

ものと考えてもよさそ うである．

なおこれら19名の うち，副作用そ の他 のために途中で

（16 ）

Liver　palpable　2　f．b．

Liver　palpable　3　f．　b．Liver
palpable　2　f．　b．Liver

palpable　1／2　f．b
Liver　palpable　2　f．　b。Liver

palpable　1／2　f．b

Liver　palpable　l／2　f．b

服薬を中止させた者 もあ り，結局7 日間連用した者 は12

名，6 日間連用した者5 名，5 日間連用した者2 名であ

った．　これら服薬期間 と虫卵陰転率（完全治癒） との関

係を見ると，7 日間連用 の者12名中4 名（33 ．3％）　6 日

間連用 の者5 名中1 名が1 年後 も虫卵陰性であった ．5

日間連用者2 名からは1 名 も虫卵陰転者はなか った ．

なお治療後虫卵が一たん陰性にな った者 が再び陽 性と

なった時期についてみ ると，治療後35 日から3 ヵ月後 の

聞に12名，3 ヵ月後から5 ヵ月後 の間に2 名で ，5 ヵ月

後は1 名 も虫卵陽転者はみられなか った ．このことは，

治療後 の再感染 の関 係を考察 する上に極 めて興味深 い点

であ る．なお 検便と併 用し て補体結合反 応，　COP －Test，

寒天 ゲル法等 も経時的に行 ったが， これら の成 績は別に

報告するこ ととする ．

2） 本剤 の副作用

a ） 副作用 の発現状況

服薬開始翌 日から服薬終了後 も薬剤に よる副作 用の諸

症状が完全に 消失す るまで，毎 日問 診を行 った ．そ の結

果本剤 の服用に よって起 った と考えら れる各種の症状及

びそ の発現頻度を示し だのがTable　3　であ る．即ち その

症状 の主な ものは，頭痛（頭が重い），体 がだるい ，食欲

不振，嘔気 ，嘔吐， 胃部 の圧迫感な どで ，その他に 服薬

終了後2 日目に全身に発疹 が生じ たものが2 名 みられた，

こ の発疹は全く痒 みはなく紅 色の小 丘疹で3 日後に は殆

ん ど消失した ．



Case

N0 ．

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

12
13
14
15
16

17
18
19

一 一 一

N0 ．

Age

54
61
36
52
54
51
43
45
24

53
30

41
42
39
26
49
36
32
34

Sex

M
M
M
F

MF

F

M
F
F
F
F
M
F
F
F
F
F
F
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Table　2　Results　of　stool　e χaminations　followed　for　one　year　after

treatment　with　niridazole

April　1965 ―March　1966

Daily　dose　Days　of
（15mg ／kg）　treat．

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

27
76
83
63
77
83
75
75
00

68
0．670
．670
．880
．720
．720
．700
．750
．730
．86

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

6

5

5

Before
treat．

｛％ ）　cases　remained　negative　for

3

April

＋

＋

卅

＋

＋

升

升

＋

朴

＋

升

＋

＋

＋

什

＋

＋

十卜

＋

0

Days　or　months　after　the　first　day　of　treatment

7　14　21　28　35　　2m　　3m　　5m　　9 　m　12m

一 一 一 一 ・

一

一

＋

＋

＋

＋

一

一
＋

＋

－

＋

＋

＋

＋

＋

－

2 7

May

一
一

一
＊

－

＊

一

－

＊

＊

June　　July　　Sept．　Jan

＊

－

－

＊

－

＊　　－

＊　　一

一　 一

一　 一

一　 一

一　 一

＊

＊

－

－

－

－

＋

＊

一

一

曇

－

＊

19　19　18

Sr肩肘osomαeggs

十……EPG　1 －9　：　朴……EPG　10 －49　：　卅……EPG　50 －over

－

＊

十

一
＋

一

一
＋

＋

一

十

一

－

＋

－

＋

朴

＋

10

－

＋

＋

－
＋

一

一
＋

＋

－
＋

－
＋

－

＋

＋

＋

＋

＋

7

－÷

＋

＋

－

＋

＋

－

＋

＋

－

＋

－－

＋

－

＋

＋

＋

＋

＋

5

＋

＋

＋

－

＋

＋

－

＋

十

一

＋

－

＋

－

＋

十

十

十

十

5

Mar ．

＋

＋

＋

－

＋

＋

－

＋

＋

－

＋

－

＋

－

＋
＋

＋

＋

＋

5

（94．7％）（52．6％）（36．8％）（26．3％）（26．3％）（26．3％）

＊……degenerated　eggs　only　and　hatching　method　for　miracidium　was　negative．

Side　effects

Headache
Nausea
Vomiting
Fatigue
Feeling　heavy　in　stomach
Anore χia
Loose　stool
Urticaria

No ．　persons　complained

（

）：No ．　of　lying　in　bed．

Table　3　Side　effects　due　to　niridazole

Days　after　the　first　day　of　treatment

0 1

11

1

4

0

2

9
4
4
4
2
3

11　　11

3

14
3
2
6

8
1

16

尚上 記の諸症状は服薬後2 日頃から回を重ねるにつれ

発現頻度が高まると共に，又そ の程度も強くなって来る

様 であ った．然し そのために臥床しなければならなかっ

たものは2 名だげであったが，そ の他 の者も服薬第5 ～

第7 日頃には可成 り体力の 消耗がみられた ．そ のため5

日間で服薬を中止しなければならなかった者5 名 ，6 日

間 で中止した者が2 名あり，結局7 日間 の服薬を完了し

た者は12名であった．然し服薬終了後は短時 日の間にこ

れらの諸症状は消失し，服薬終了後3 日～4 日 目には全

4

一 一 一

12
4
1（1）6

1
8
1

一一 一 一 一一 一 一 5

11

3（1 ）

7

1

7

・－6

9

1

2（2 ）n

（1）7

7

－9

10

］

7（1 ）

8

－

6

9

1

3

2

16（1）　16（1冂6 （2）　14（1）　9

9

I

5

1

2

2

一一5

10

－1

2

2

－

2

一 一 一 一 一・ － － － 一 一

11

0

－一一 一一

員完全に回復した ．なお本剤服用期間中，夜 間突 然激し

い動悸を訴え不安 ，恐 怖感におそわれた者 が2 名みられ

た が，いづ れも50歳以上 の未亡人で 日頃から 神経質な傾

向 があ ったとい う．これら の発作は鎮静 剤（ バルビタ ー

ル剤）の投与 により直ちに 消退した ．服 薬期間を通じて

何らの異常 も訴えなかった者は19名中2 名に すぎなか っ

た．

b ） 肝機能検査成績

肝機能検査 とし て は 治療 前及び治療後 の血 情 につ き

（17 ）
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総 蛋 白 （TP ），A ／G 比 ，チ モ ー ル反 応 （TTT ），ク ソ ケ’

ル 反 応 （ZST ），総 コ レ ス テ ロ ー ル （T ．　Ch），　GOT 及

びGPT な ど諸 検 査を 行 っ た ． そ れ ら の 成 績 はTable　4

に 示 し た 如 く ，　GOT 及 びGPT 値 は 治 療 前に 既 に 異常

値 を 示 し た2 名 を 含 め て 叮成 り個 人 差 が み ら れ る が ， 治

療 前 ， 治 療 直 後 ，治 療3 週 後 お よび3 ヵ 月 後 の測 定 値 を一

個 人 別 に 比較 し て み る と， 服 薬 に よ る異 常 と認 め ら れ る

様 な 変 動 を示 し た も の は み ら れ な か った ．

c ） 血 液 検 査 及 び 尿 検 査 成 績

治療 直 後 及 び2 週 後 の 体 重 が 治 療 前 に 比 べ て 僅 か に 微

少 を 認 め た 者 が 数 名 あ っ た が1 ヵ 月 後 に は 何 れ も 正 常 に

復 し た ． 血 液 検 査 と し て は 血 色 素 値 ， 赤 血 球 数 ， 白 血 球

数 及び 血 液 像 に つ い て 行 っ た が ， 治 療 前 ， 治療 直 後 及 び1

ヵ 月 後 の所 見 に は全 く 異 常 は認 め ら れ な か っ た ． 尿 検．

査 で は ， 服 薬 服間 中 及 び 服 薬 終 了 後24 時 間 位 ま で は ， 濃

い 褐 色 尿 を 呈 し た が ，こ れ は 本剤 の尿 中 へ の排 出 を 示 す

も ので ， 蛋 白 ，糖 ， ウ9 ビ リ ノ ー ダ ン な ど の 異常 は認 め・

ら れ な か った ．

d ） 心 電 図 検 査成 績

心 電 図 の検 査成 績はTable　5　 に 示 す通 り 治療 直後 のl

心 電 図 検 査で ，T 波及 びST に 僅 か で は あ る が ，変 化 の・

認 め ら れ た 者 が9 名 あ った ．

そ の 変 化 の主 な も のはT 波 の 減 高及 びST の降 下 で あ・

つた が ， 何 れ も 軽 度 で 必 ず し も病 的 変
化 とい う程 著 明で

は な か っ た ．な お これ ら の 変 化 は3 週 後 の検 査 で5 名 が・

正 常 に 復 元 し ， 残 りの4 名 も3 ヵ 月 後 の検 査 で は 完 全 に

正 常 の 状 態 に 復 元 し た こ とが 確認 さ れ た ．治 療 中 及 び 治

療 後 も 血 圧 及 び 脈 膊 数 に 異 常 を 認 め た も の は1 名 もな か・

つた ．

考　　 察

今 回治療 を行った敷島町 は山梨県下でも日本住血吸虫

のもっとも濃 厚な汚染地 区で，ここで農業 に従事してい

る人達 はその殆 どが過去に 本症感染の既往をもってい る，一

今回 の治療 対象者も19名中13 名が過 去10年間に本症の治

療を受け た経験 があ り今 回はじ めてのものは僅か6 名に

すぎ なかった．従って本 症のおそろし さ及びその治療の

困難 なことを充 分知 っているせいか，今 回の集団治療に

対し てもはなは だ積極的で ，治療 途中及び 治療 後1 年問，

にわ たる遠 隔観 察期間中 も脱落するものは1 人もなかっ

た ，むしろ 副作 用な どのた め，こち らが服薬を中止させ

ようとして 乱 患者 の方で 服薬 の継続を希望 する程であ・

つた ．　し かしな がら，治療効果は必ずし も満足 すべきも
．



Case　Days　of
No ．　treatment

1
2
3
4
5

6

78

9
10
U
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－ －

7　days

／／

／／

／7

／／

”

／／

yX

／／

yy

／／

／／
6 　days

／／

／／
／／

／／

5　days

Table　5　Changes　in　the　ECG　after　treatment　with　niridazole

Before
treatment

－
－
－

－
－

－
－
－
－

一
一
－
－
－
－
－
－
－
－

Immediately　after
treatment

0
．2一〇．3　mV十

〇．1―0．2mV 十
〇．　3―0．4　mV十

－
0 ．2―0 ．3　mV 十

depression　of　ST

0 ．2―0 ．3　mV 十

〇．2―0 ．4　mV 十

〇．2―0 ．4　mV 十

－

0 ．2―0 ．3　mV 十

－

－

－

－

－

－

－

0 ．2一 〇．　3　mV 十

－

No ．　person　showed　abnormalchanges
9

Flattening　of　T　wave

3　weeks　after
treatment

0．2―0．3　mV十
〇．1―0．2mV 十

－
－

0．2―0．3　mV十

－
－
－
－

0．2－0 ．3mV 十
－
一
一
一
一

一

一

のではなか った ．了な わち ，治療に より糞 便内の虫卵数

は急 激に減少し，4～5 週後には全員虫卵（ 生卵）陰性 と

な ったが，そ の後時 日を経過す るとともに ，再び虫卵陽

性 とな った者 が増加し ，結局 治療後3 ヵ月後 の検査では ，

虫卵陰性者は7 名（36 ．8＆），　5 ヵ月後には5 名（23．6％）

となった ．この5 名は その後 の検査で も常に 虫卵は陰性

で ，一応完 全治癒 と考え られた．この成 績は，本剤に よ

るマンソン住血吸虫 ，及び ビルハルツ住血 吸虫症の治療

効果に 比し著し くお とっているが，これは前者が1 日量25

mg ／kgx　7日間に対し ，15　mg／kgx　5～7 日間と投

与 量が著し く低 かったためとも考えられる．

なお住血 吸虫症の治癒判定法につ いて考察し てみたい ．

現在のところ，糞 便内の虫卵を検出することが，もっと

も確実な住血吸虫症の診断法 とされているが，こ の方法

でもその寄生部位の関係から，少数寄生の場合必ずしも

虫卵が常に検出されるとは限らない，まし て治療を行っ

た場合，腸間膜静脈に寄生し ていた虫体は，薬剤 の影響

により速かに肝臓へと移行してしま うので，虫卵 の糞便

内の排出は停止する．しかし，もし薬剤の効果が不充分

で肝臓内 の虫体が死滅しなか った場合は，治療終了とと

もに再び，これら の虫体はも との寄生部位に もどり，糞

便内への排卵が開始され る．これがいわゆる再発 といわ

れているものである ．従って，治療効果の確認には，治

療後 の遠隔観察 の期間が重要な問題 とな るが ，そ の遠隔

3　months　after
treatment

一一一一一一
－
－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

179

6　months　after
treatment

一
一

一

一

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

4　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

観 察期 間につ いては必ずしも定説はない ．動物実験 では，

大越ら（1953 ）は 家兎をスチブ ナールで治療した 場合，

産卵停止期 間は41～71日間といい，大田（1961 ） も同じ

く家兎 の実験 では14～44日（平均33 ．5日） と報告し，人

の場合で も，治療 後3 ヵ月 間の観察で充分 とされてい る．

流 行地 では遠隔観察期間を更に長 くす ると，再 感染 が問

題 となってくるが，この再発 と再感 染を区 別する方法は

現在のところない．

今 回の治療は4 月にはじめ てお り，当 地方では住血吸

虫の感染時 期は5 月から10月位 まで とされてい るので，

治療後6 ヵ月間は感染の機会 があ ったわけ であ る．とこ

ろが前述した如く，今回 の成績で は治療 後5 ヵ月後 まで

に19名中14名が虫卵陽性 とな った が，あと の5 名は それ

以後1 年間に亘って陰性であ った ことを考え ると5 ヵ月

後にはじめて陽性 となった2 名も再感染 とい うよりは再

発 と考えた方 がよい ように も思 われる．従って 治療 の遠

隔観察期間は3 ヵ月では 必ず しも充 分とはいえ ない． こ

の点に関しては現 在ことなった時 期に治療を行 い，糞便

検査 の他に補体 結合反応 ，寒 天ゲル法な どに より遠隔観

察を行っ てい るので 改めて報告することにした い ．

つ ぎに 副作用につ いてであるが，肝機能 検査，血液及

び尿 検査では 全く，異常は認められずた だ，心 電図に多

少の変化 がみられたが，これも臨床的には殆 ど問題 とな

らな卜 程度で ，治療 後3 ヵ月後には全 部正 常に も どって

O9 ）
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いる ．　し かし頭痛，嘔吐，嘔気，食思不振な どの自覚症状

を訴えた者は，19名中17名（89．4％）と甚だ多 かった・

しかし副作用 の調査で，本人 の問診による場合，そ の程

度を示すこ とは甚だ困難であるが，今回の治療は集団治

療 形式で治療中も日常の軽作業は行っており，臥床 の必

要があった のは，2 名にすぎなかった．この点から考え

るとむしろ本剤は従来用いられていたア ンチモ ン製剤に

比し副作用は軽い といえそ うであ る．ただヒリッピ ソで

はPesigan　d αL　（1966 ）に よると，日本住血吸虫症の

肝 硬変 をおこしてい る末期患 者に 本剤を使用したところ，

一時的に 精神錯乱 の状態を おこしたと報告している．我

々も2 例の婦人で 夜間に激しい 頭痛と共に突然激し い動

悸を訴え ，不安感 ，恐怖感にお そわれた例を 経験したが，

こ れは鎮静 剤（ バルビタール剤） の投与に より直 ちに消

退しそ の後 の発作はな く又 神精異常 も認 められなかった．

又，本 剤と直接関 係があ るか否かは ，未だ明らかで ない

が，服薬終了後，全身に蕁麻疹様発疹をみた者 があ った ．

そ の発疹は全く掻痒を伴わない もので ，3 ～4 日で 消失

している．これらの点について も今後更に検討する必要

があろ う．以上の如く本剤をはじめて 日本住血吸虫症 の

治療に試みその効果及び副作用について詳 細な検討を加

え た結果，必ずしも充分満足すべき成績は得られなかっ

た が，経口投与に より，しかも5 ～7 日間の短期の服薬

期 間ですむことは，従来 のアンチモン剤な どの治療剤に

比較 し，大きな進歩 で，今後有効薬用量及びこれに伴 う

副作用の軽減法などにつ いて更に慎重に検討することが

強 く望まれる．

む　　 す　　 び

山梨県 敷島町に おいて，日本住血吸虫症患者19名に対

し てニトロチアゾ ールの誘導体（niridazole）を用い ．て

集団治療 の形式で治療を 行った．その結果は以下の如く

であ った．

1）1 日量15mg ／kgを7 日連続服用した者12名，6

日間連続服用したもの5 名及び5 日開連績服用したもの2

名 であ ったが，治療3 週後 の検便成績では，13名から

は虫 卵が全く見出されず 厂他の6 名からも僅か数コづ つ

の変 性死 卵が見出さ れた のみで ，ミラシジウムを 包臓し

た生 卵は1 例も見出 されなかった．然し時日の経過とと

もに 再び 虫卵が陽性 となった者が増加し，3 ヵ月後 も虫

卵陰 性であ った者は7 名，5 ヵ月後 には更に5 名に減少

した ．然 しこの5 名はそ の後 も虫 卵陰 性で完 全治癒と認

めら れた．この成 績は必ず しも満足 すべ きもので はない

（20 ）

が，一 日量 の服薬量を増 加す ることに より，更に いい結

果 が期待さ れる．

2） 副作用につい ては特に慎重に調 査し たが，肝機能

検査，血 液，尿 検査などの結果 は何ら異常 は認められな

か った．又心電図で 軽度 の変化 が治療後1 週 日に みられ

た が，何 れも臨床的には問題 とならない 程度で ，3 ヵ月

後には全員正常にも どった ．自覚症状とし ては，頭痛，

嘔気，嘔吐，食思不振な どを訴え た者が19名中17名に み

られたが，臨床しなげればなら なか った者は2 名のみで

あった ．

3） 治療後 の遠隔 観察 期間は今回の成績からは5 ～6

ヵ月 間が適当 と思われた．然 しこの場合再 発と再感染と

を区別す る方法 の開発 がのぞ まれる．
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STUDIES　ON　THE　TREATMENT　OF JAPONICA　WITH　NIRIDAZOLE　 （I）

Muneo　YOKOGAWA ，　Moriyasu　TSUJI ，　Kunioki　ARAKI ，　Toshihiko　IIJIMAYoichi　ITO

，　Takashi　SASAKI　AND　Moriaki　TSUJI

｛Dept ．　of　P，αrasitology，　School　of　Medicine，　Chiba びが叱r石印，　Chiba，

心7j

Yamanash 丿Prefectural 　Institv，内 原二治公 肋，瓦aか ，　Japan＼　

In　the　form　of　mass－treatment，　the　nitrothiazole　derivative，　niridazole，　was　givenorally　t0　19　cases　of

schistosomiasis　japonica　in　Shikishima－machi，　Yamanashi　prefecture．　Adaily

dose　of　15　mg／kg　was　administered　consecutively　for　7　days　in　12　cases，　for　6　daysin　5　cases

and　for　5　days　in　2　cases。

The　results　of　stool　eχanimations　at　varying　intervals　for　one　years　after　the　treat－ment

were　as　follows　：

In　stool　examinations　21　t0　35　days　after　the　beginning　of　treatment，　Schistosoma

知加nicum 　eggs　with　living　miracidia　could　not　be　detected　in　any　case，　and　only　a　fewdegenerated　eggs　were　found　in

6　cases．　However ，　the　number　of　cases　which　becameagain　positive　for　the　eggs　thereafter　increased　gradully

．　At　2　months　after　the　treatmentg　cases

，　at　3　months　3　cases　and　at　5　months　2　cases　became　positive　again　for　the　eggs．That

IS，　only　5　cases　（26．3％）　out　of　19　cases　remained　negative　for　the　eggs　throughoutthe　entire　series　of　stool　e

χaminations　for　one　year　ofter　the　treatment。

The　side　effects　due　to　the　drug　have　been　especially　carefully　studied　and　in　no

case　have　such　severe　sympton　occurred　as　were　hitherto　noted　with　the　antimonial　pre－parations

，　though　fatigue　and　headache　were　seen　in　most　of　the　cases。

Though　the　results　cannot　be　considered　satisfactory，　they　would　be　suggestive　forthe　further　study　on　the　optimum　dose　of　the　drug　for

the　treatment　of　schistosomiasis

japomca ．

（21 ）
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